
 

 

 

 

 

  

平成 24 年度よりはじまった「障害児者災害支援推進事業」により、新たに「障がい児者

災害支援センター構想」の検討に着手しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

障がい児者災害支援センター検討委員会では、「従来の各事業所を中心とした災害対応から、

広く地域の意見を採り入れた対応や支援の在り方を検討していく」ことを目的に掲げ、よ

り具体となる話や実情を加味しながら、センター構想を検討する為に、次の団体に参画い

ただいております。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これまでの成果物】 

  

 

 

 

 

 

 

１ ぴぐれっと ９ 障害児訓練会つくしんぼ会 

２ 四季の会 10 いずみ会館（特別避難場所） 

３ 共働舎 11 ひかりの園（特別避難場所） 

４ ジョイカンパニー  ＜以上、検討委員会メンバー＞ 

５ 横浜市松風学園 12 いずみ苗場の会 法人本部 

６ リバーサイド泉 13 かがやき（特別避難場所） 

 ＜以上、災害推進事業メンバー＞ 14 泉区社会福祉協議会 

７ 中田地区社協  ＜以上、IHネット事務局＞ 

８ 踊場地域ケアプラザ  

 

障がい児者災害支援センター構想とは 

みなさんご存知の通り、大災害が起こった場合、区役所に災害対策本

部が設置されます。その指示により、区社協に災害ボランティアセンター

（以下、災ボラセンター）が開設され、必要に応じた支援を行っていきま

す。 IH ネットは、災害ボランティア連絡会に参画し、その仕組みの一つ

である、「障がい児者支援班」の運営を担うこととなっております。もし、

実際に大災害がおこったとき、災ボラセンターと協力して専門的な支援

の必要性を考えているのが「障がい児者災害支援センター構想」です。 
（IHネットシンボルマーク） 

SOSはどこにある 障がい児者災害支援センターイメージ(案)（仮） 




